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平成19年６月14日（木）、JALリゾートシーホー

クホテル福岡におきまして、会員企業159出席のも

と、平成19年度のK-RIP総会を開催いたしました。

冒頭、麻生会長の挨拶、並びに来賓の川口修九州

経済産業局長、花嶋正孝蹟福岡県環境保全公社リサ

イクル総合研究センター長の挨拶に続き、議長を選

出（環境テクノス㈱鶴田暁社長）し、６議案につい

て審議し、すべて異議無く了承されました。

その後、宇宙航空研究開発機構の立川敬二様より

『宇宙から見た地球環境ビジネスについて』と題し

た記念講演をいただき、無事閉会いたしました。

第１号議案 平成18年度事業報告について

第２号議案 平成１8年度収支決算報告について

第３号議案 平成19年度事業計画（案）について

第４号議案 平成19年度収支予算（案）について

第５号議案 役員の選任について

第６号議案 規約の改正について

平成19年度 K－RIP総会を開催

産業クラスター計画 九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ 

（財）九州産業技術センター
九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）
〒812-0013 福岡市博多区博多駅東2丁目13-24
TEL 092-474-0042 FAX 092-472-6609
URL http://www.k-rip.gr.jp
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麻生 泰 会長

麻 拶生 会 長 挨

只今ご紹介いただきました九

州地域環境・リサイクル産業交

流プラザ会長の麻生でございま

す。平成19年度K-RIP総会の開

催にあたり、一言ご挨拶申し上

げます。

本日は、皆様お忙しい中、平

成19年度総会にご出席を賜り、

心より御礼申し上げます。

ご承知のとおりK-RIPは、今

年で設立８年目を迎えます。当

初は産学官のネットワーク形成

と拡大を中心に事業展開し、平

成13年度からは、経済産業省の

「産業クラスター計画」の１プ

ロジェクトとして、九州経済産

業局のサポートの下、積極的事

業展開を図って参りました。こ

れも一重に皆様方のご協力・ご

尽力によるものと、深く感謝申

し上げる次第です。

さて、近年の国民経済の発展

やライフスタイルの変化等を背

景に、エネルギー使用量は高い

水準で増加しており、これに伴

い、二酸化炭素排出等による地

球温暖化が重大な問題となって

おります。この様な中において、

持続可能な社会を構築するには

「環境と経済の両立」の実現が

不可欠であり、また、環境問題

のグローバル化に対し、環境問

題が固有地域の問題ではなく、

地球全体の問題であるとの視点

が不可欠となっております。

本日ご審議いただきます19年

度事業におきましても、これま

での「事業化・起業化支援」に

加え、「人材育成支援」「アジア

展開」を重点テーマに掲げてお

り、４年ぶりの「環境クラスタ

ー大学」の開催や、「九州アジ

ア環境ビジネス研究会」をベー

スとしたプロジェクト支援な

ど、選択と集中及びグローバル

な視点に立った事業案となって

おり、昨年を上回る成果を期待

しているところです。

なお本日は、日本唯一の宇宙

航空開発・研究機関の宇宙航空

研究開発機構の立川理事長をお

招きし、記念講演を予定してお

ります。宇宙航空研究開発機構

の技術が、環境技術分野へスピ

ンオフした事例もあると、文献

で拝見した記憶もございますの

で、興味深いお話しを伺えるも

のと楽しみにしております。

最後になりましたが、本日お

集まりの皆様方と、関係各位の

今後益々のご活躍を記念し、私

の挨拶とさせて頂きます。
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JAXAの最近の活動は、2006年

１月の陸域観測技術衛星「だい

ち」や同年12月の技術試験衛星

Ⅷ型「きく８号」ほか、X線天文

衛星「すざく」や赤外線天文衛

星「あかり」、太陽観測衛星「ひ

ので」、小惑星探査機「はやぶさ」

などの打ち上げに成功した。

また、今年度は月周回衛星

「SELENE」や超高速インターネ

ット衛星「WINDS」、来年度は

温室効果ガス観測技術衛星

「GOSAT」、スペースシャトルに

よる宇宙ステーションへの物資

補給や日本実験棟「きぼう」な

どが予定されている。（※ただし、

来年度以降の打ち上げについて

は、必要な国の宇宙航空関連予

算措置が前提とのこと。）

JAXAの2025年までの宇宙航

空技術開発の長期的目標は次の

４点。１点目は、これまでの通

信・放送・気象・測位に加えて

新たに災害・危機管理システム

や地球環境監視システムなどの

新しい宇宙空間の利用方法の拡

大。２点目は、宇宙の謎の解明

及び可能性探求のための宇宙観

測・太陽系探査や月面基地の構

築など宇宙科学の推進。３点目

は、宇宙輸送システムの強化の

ためのロケットの信頼性向上や

軌道間輸送システム及び有人シ

ステムの研究開発。４点目は、

民間企業との次世代国産旅客機

共同研究やマッハ５クラスの極

超音速技術の開発など次世代航

空システムの開発である。

JAXAは環境に対しても様々な

取組みを行っている。2005年７

月に「JAXA環境憲章」を制定し、

青く美しいこの星を子孫に引き

継ぐために「持続可能な発展

（Sustainable Development）」を

目指した研究開発活動を行うこ

とを宣言した。また、2004年に

グリーン購入大賞「奨励賞」受

賞や2006年打ち上げのH－ⅡA

ロケット8号機にエコマークが

付与された事例について紹介

があった。

JAXAの地球環境に対する具

体的な取組みは、全球地球観

測システム（GEOSS：Global

Earth Observation System

記 念 講 演

立川 敬二氏（独立行政法人 宇宙航空研究開発機構 理事長）

JAXAの実績と将来ビジョン

テーマ『宇宙から見た地球環境ビジネスについて』

環境への取組み
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of Systems）の開発により地球

上の災害や水環境、気候変動等

に関する様々なデータ収集・分

析を行い、地球環境の変化に対

応するための政策決定に貢献し

ている。また、災害監視・危機

管理プログラムとして災害時の

データ収集・分析に加え、それ

らの分析結果を踏まえた災害状

況や避難経路指示や家族の位置

情報などを被災住民に提供でき

るようなシステムの運用を目指

して、様々な観測衛星や通信衛

星を整備している。更に、これ

らのシステムをアジア太平洋地

域の災害管理に役立てるために、

Sentinel Asia（センチネルアジ

ア）としてインターネット上で

災害管理情報を共有する活動を

展開中である。この他にも、世

界の水循環観測や気候変動・温

室効果観測に資する様々な観測

衛星の打ち上げにより、観測デ

ータの収集・分析技術の向上と

データの応用によって地球環境

のみならず防災や農林水産業、

健康、エネルギーなど様々な公

共利益分野への貢献を目指して

いる。

環境に役立つJAXAの技術とし

て、JAXAが保有する技術の民間

への技術移転を通じた地球環境

への貢献を考えている。宇宙航

空技術の向上には裾野産業の拡

大・育成が不可欠と考えており、

産学官連携による共同研究の場

として「宇宙オープンラボ」の

実施、JAXAが開発した宇宙技術

の民間利用の拡大（スピンオフ）

による新たなビジネス創出や、

映像・画像や商標などJAXAが保

有する知的財産権の有効活用な

どのアプローチにより、宇宙開

発の裾野を拡大し、新たな宇宙

ビジネス機会の創出を目指して

いる。

「宇宙オープンラボ」では、

民間企業等から将来の宇宙航空

プロジェクトに資する技術やビ

ジネスアイデアの提案を受けて

共同研究の実施から事業化を目

指すもので、例えば、技術提案

型で生活排水を再生した飲料水

の開発や排出ガスが少なく閉鎖

環境に対応した小型燃料電池の

開発、船内空気浄化技術の開発

などの事例がある。また、ビジ

ネス提案型では、臭いや汚れが

付きにくい船内被服や寝具、運

動靴の開発や衛星データによる

地球環境監視ビジネスのための

電子国土情報システム開発など

の事例がある。

また、スピンオフによる宇宙

航空技術の民間活用事例として

は、例えば、ロケットの断熱材

技術を応用した建築用断熱塗料

の開発や、閉鎖空間における水

再生技術を応用した浄水装置の

開発、同じく閉鎖空間における

有機廃棄物処理技術を応用した

ゴミ処理装置の開発などの事例

がある。

講演終了後の質疑応答では、

麻生会長をはじめとして参加者

から多くの質問があがるなど、

講演は盛況のうちに終了した。

立川理事長も、九州は種子島宇

宙センターや九州大学の小型衛

星開発など、JAXAとは非常に縁

の深い土地なので、今後は是非

とも九州から様々なビジネス提

案を挙げて頂きたい、JAXAとし

てもできる限りの協力は惜しま

ないとのことであった。

技術の活用
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役員名簿
会 長
㈱麻生

副 会 長
旭化成㈱

環境テクノス㈱

九州電力㈱

西部ガス㈱

新日本製鐵㈱

理 事
雲海酒造㈱

九電産業㈱

㈱黒田工業

金剛㈱

㈱サニックス

山九㈱

太平洋セメント㈱

チッソ㈱水俣本部

(独)中小企業基盤整備機構九州支部

電源開発㈱

TOTO㈱

トヨタ自動車九州㈱

西日本技術開発㈱

日本浄水管理㈱

パナソニック コミュニケーションズ㈱

㈱PAL構造

㈱フクユー緑地

㈱松田興業

㈱三井ハイテック

三井物産㈱

㈱ワイビーエム

碩日本鉄リサイクル工業会

蹟九州産業技術センター

北九州市

大牟田市

水俣市

九州工業大学

大分大学

監 事
㈱西日本シティ銀行

碩九州経済連合会

顧 問
蹟福岡県環境保全公社リサイクル総合研究センター

九州経済産業局

代表取締役社長

執行役員延岡支社長

代表取締役

代表取締役副社長

常務取締役

執行役員八幡製鐵所長

代表取締役社長

環境部長

代表取締役

代表取締役社長

代表取締役

執行役員九州エリア長

九州支店長

常務執行役員本部長

支部長

九州支社長

環境推進室長

取締役宮田工場工務部長

環境整備部長

専務取締役

グループマネージャー

代表取締役

代表取締役

代表取締役

常務取締役管理本部長

理事九州支社長

代表取締役会長

九州支部長

専務理事

環境経済部長

産業経済部産業振興担当部長

産業建設部長

学長

学長

公務金融法人部長

経済産業本部長

センター長

局 長

環境事業部部長

代表取締役社長

リサイクル推進サポート室室長

理事長

代表取締役社長

麻生 泰

水永 正憲

鶴田 暁

田中 征夫

田中 優次

藤井 康雄

中島 勝美

今泉 幸男

黒田 實

宮増 邦雄

宗政 伸一

北川 恭一

竹野 孝之

森田美智男

筒井 司

丸山 勝久

内田 照雄

徳田 勇治

木寺佐和記

中村 義博

松原 正吾

菅 洋一

栗山 昌高

松田 正則

大森 昌勝

松山 良一

吉田 哲雄

池尻 徹男

野田 博之

後藤 基明

村上 義弘

吉海 安丈

下村 輝夫

羽野 忠

池本 裕之

國政 淳一

花嶋 正孝

川口 修

坂田 昌己

末竹 哲

秋山 武康

松浦 茂雄

野増 千尋

西部ガス㈱

独立行政法人 中小企業基盤整備機構 九州支部

西日本環境エネルギー㈱

㈱フクユー緑地

三菱マテリアル㈱

㈱矢敷環境保全

九州工業大学

情報部会
部 会 長
九州電力㈱

副部会長
㈱西村鉄工所

幹 事
大谷化学工業㈱

九州大学

㈱九州総研

㈱九州テクノリサーチ

チッソ㈱ 水俣本部

電源開発㈱ 西日本支店

㈱三森屋

プロジェクト部会
部 会 長
新日本製鐵㈱八幡製鐵所

副部会長
環境テクノス㈱

幹 事
九州大学

三井物産㈱九州支社

産業技術総合研究所

住友商事㈱ 九州・沖縄ブロック

日鐵運輸㈱

㈱マサキ・エンヴェック

熊本県産業技術センター

宮崎県工業技術センター

蹟かごしま産業支援センター

吉玉精鍍㈱

九州工業大学

需要創出部会
部 会 長
㈱ワイビーエム

副部会長
長崎大学

幹 事
熊本大学

北九州市立大学

宮崎大学

鹿児島大学

産業技術総合研究所

九州環境技術研究所

山九㈱ 九州エリア

つちやゴム㈱

三菱商事㈱九州支社

伊藤忠商事㈱九州支社

九州工業大学

総合企画室環境・国際室長

経営支援部部長

新規事業推進部課長

代表取締役会長

九州工場技術部環境リサイクル課長

代表取締役

工学部建設社会工学科教授

環境部部長

代表取締役社長

代表取締役

大学院工学研究院環境都市部門教授

代表取締役

環境ソリューションセンター取締役センター長

管理部部長

支店長代理（福岡市駐在）

社会環境事業担当

総務部開発企画グループ部長

開発部プロジェクト担当部長

大学院工学研究院応用化学部門教授

プロジェクト統括部長

九州産学官連携センター産学官連携コーディネータ

企画管理部部長

環境事業部事業部長

代表取締役社長

材料開発部部長

資源環境部部長

技術アドバイザー

代表取締役社長

副学長

代表取締役会長

大学院生産科学研究科・環境科学部教授

法学部教授

国際環境工学部助教授

工学部物質環境化学科教授

農学部生物環境学科教授

九州産学官連携センター(福岡サイト) 総括主幹

所長

開発営業部参与

代表取締役社長

業務経理部部長

企画開発室室長

大学院生命体工学研究科教授

坂田 陽一

鳥居 千秋

原田 達朗

栗山 昌高

野口 竜二

矢敷 和男

仲間 浩一

瓜生 道明

西村 仁志

梅田 佳暉

島谷 幸宏

工藤 憲男

枌 康則

辻 良二

松尾 昌美

荒木 正信

網岡 健司

弟子丸克彦

北條 純一

山本 正孝

安部 英一

山口 克彦

今井 忠道

眞増 建次

永田 正典

中田 一則

遠矢良太郎

吉玉 典生

水垣 善夫

吉田 哲雄

武政 剛弘

外川 健一

福田 展淳

保田 昌秀

守田 和夫

萩尾 剛

齊藤 清美

白石 学

倉田 雄平

本庄 伸一

三箇 正彦

春山 哲也

各部会幹事名簿
交流部会
部 会 長
㈱麻生

副部会長
㈲日研

幹 事
旭化成㈱延岡支社

NPO法人 九州環境カウンセラー協会

㈲共栄資源管理センター小郡
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平成19年度K-RIP事業の事業名と開催日をお知らせします。

平成19年６月14日（木）

平成19年９月10日（月）～13日（木）

平成19年10月上旬

平成19年11月14日（水）～16日（金）

平成19年11月26日（月）～27日（火）

平成19年６月～平成20年３月

平成19年９月６日（木）～８日（土）

平成19年10月17日（水）

平成19年10月17日（水）～19日（金）

平成19年10月18日（木）

平成19年12月13日（木）～15日（土）

平成19年10月24日（水）～26日（金）

役員会・総会

九州環境クラスター大学

エコ・エネルギーセミナー

2007NEW環境展（名古屋）出展支援事業

環黄海環境ビジネスミッション受入事業

エコ塾（月1回開催）

K-RIP

K-RIP

K-RIP

K-RIP ㈱日報アイ・ビー

K-RIP

K-RIP

開 催 日 事 業 名 主 催 等

2007NEW環境展（大阪）

出展支援事業

K-RIP成果発表会

（エコ・テクノ2007併催事業）

エコ・テクノ2007出展支援事業

環境NPOとの交流事業

（エコ・テクノ2007併催事業）

びわ湖環境ビジネスメッセ2007

出展支援事業

エコプロダクツ2007出展支援事業

K-RIP

㈱日報アイ・ビー

K-RIP

K-RIP・北九州市

西日本産業貿易コンベンション協会

K-RIP

K-RIP

碩産業環境管理協会

日本経済新聞社

K-RIP

滋賀環境ビジネスメッセ実行委員会

全体事業スケジュール 
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九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）及び九州経済産業局では環境・省エネ・リサイクル

分野を主とした、九州で強味をもつ技術情報等の発信・共有及び企業間の交流の活性化を目的とした、「エ

コ塾」を開催しました。

「エコ塾」は、講演会と交流会の２部構成となっており、講演会では主として環境に関する取り組みを実

施している企業や団体の中から毎回２名の講師を招いて講演を実施します。

第１回目の今回は2005年の愛知万博で話題になり、人の出入りの多い場所で活躍している雨傘ふき取り器

とガラスを利用して従来の照明に比べ、省電力、長寿命の「スフィア街路灯」を開発した２件を講演した。

「エコ塾」は今後毎月１回の開催を予定しています。多くの方の参加を期待しています。

■ 日 時／平成19年６月６日（水）17:00～18:00（交流会：18:00～19:30）

■ 場 所／九州経済産業局 第二・三会議室（福岡合同庁舎６階）

■ 参加者／講演会：70名（交流会：45名）

■ 講 演

第１講 演（17：00～17：30）

・ テーマ名 雨傘ふき取り器「すいとるクリーン（日米特許取得）」

・ 講演者 ㈱日の出 代表取締役社長 白石 芳則氏

【プレゼンテーション概要】

スーパー等で雨の日の傘入れに細長いビニール袋

が入り口にぶら下がっており、このビニール袋は

年間１億枚出荷されている。再使用用途のないこ

の袋は当然環境にも負荷がかかる。これを解消す

るためにエネルギーを使用しない雨傘ふき取り器

を開発し、国内、海外販売を目指す。

第２講 演（17：30～18：00）

・ テーマ名 「ソーラー付LED街路灯の新製品発売について」

・ 講演者 ㈱藤島 代表取締役社長 藤島 康司氏

【プレゼンテーション概要】

地球温暖化ガスCO2の排出ゼロ、日本で一番明る

く、長寿命（10年）、しかもメンテナンスフリー

と抜群の省エネ性を誇る「スフィア街路灯」の誕

生。

「第1回　エコ塾」開催される 

白石社長による講演

藤島社長による講演
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「専門家派遣事業」専門家派遣事業」のお知らせ
～仕事でお困りの方に専門家を派遣します～～ 事でお困りの方に専門家を派遣します～

K-RIPでは、昨年度に引き続き「専門家派遣事業」を開催いたします。
この事業は、K-RIP会員企業の皆さまを対象に、現在直面している課題に対する助言・情
報提供を行い、課題解決の支援を行うものです。申込をいただいた会員の皆様を訪問して相
談を受け、専門家によるアドバイス等の支援を実施いたします。
・実施期間
平成19年６月20日（水）～平成20年２月22日（金）
・申込み方法
K-RIPホームページ（会員限定サイト）からお申込みいただけます。
お申込み後、事務局で専門家を選任し派遣いたします。
・費 用
無 料（ただし２回目まで）
・相談対応者（専門家）
（社）日本技術士会九州支部
監査法人 トーマツ 等

九州地域の環境・リサイクル産業の育成と振興を目的として実施している人材育成と産学連
携を促進するための合宿形式の研修プログラムです。３年ぶりに復活させることになりまし
た。講師陣は大学と環境分野の企業経営者を予定しています。会員の皆様方の多数のご参加
を期待しています。
・開催月日
平成１９年９月10日（月）～ ９月13日（木）（3泊4日）
・会 場
鹿児島県鹿児島市桜島横山町
国民宿舎 レインボー桜島
・受講対象者
K-RIP会員
環境関連産業に従事する企業関係者
NPO運営者及び社会起業家
行政担当者雄及び大学生
・募集人員
40名程度

「専門家派遣事業」専門家派遣事業」のお知らせ
～仕事でお困りの方に専門家を派遣します～～ 事でお困りの方に専門家を派遣します～
「専門家派遣事業」のお知らせ
～仕事でお困りの方に専門家を派遣します～

広報紙「K-RIPP情報」への会員情報掲載について
技術紹介、表彰、各企業の紹介他各会員の情報にスポットをあて、紹介いたします。
情報の掲載を希望される方は、K-RIP事務局までご連絡ください。
（連絡先 次頁）

広報紙「K-RIPP情報」への会員情報掲載について広報紙「K-RIP情報」への会員情報掲載について

「九州環境クラスター大学」開講州環境クラスタ 大学」開講「九州環境クラスター大学」開講州環境クラスタ 大学」開講「九州環境クラスター大学」開講
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100
古紙配合率100％再生紙を使用しています。大豆インクを使用しています

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）事務局
〒812-0013
福岡市博多区博多駅東2丁目13－24

蹟九州産業技術センター内
TEL 092－474－0042
FAX 092－472－6609
URL http://www.k-rip.gr.jp/
e-mail info@k-rip.gr.jp

【Kyushu Recycle and Environmental Industry Plaza】（KーRIP）

蹟九州産業
技術センター

西日本シティ銀行西日本シティ銀行西日本シティ銀行

西日本シティ銀行西日本シティ銀行西日本シティ銀行

西日本シティ銀行西日本シティ銀行

K-RIP事務局に来まして２年が経過し、７月１日付で出身企業に戻ることになりました。
２年間という短い期間でしたが、様々なイベントで多くの会員の皆さまとお会いでき、飲ん
ベーのため、エコ・テクノや部会の後の懇親会等も良き思い出となりありがとうございました。
今年度はクラスター大学の復活等もあり、K-RIPの活動がますます注目されると思います

が、K-RIP事務局のチームワークで乗り切っていかれることと思っています。会員の皆さま
も引き続き、ご支援くださいますようお願いいたます。

〔下河 記〕

編集後記

所 属

役 職

氏名（ふりがな）

連絡先（所属先）

TEL/FAX

E-mail

専門分野

略 歴

自己PR等

（社）発明協会から九州経済産業局へ派遣

特許流通アドバイザー

杉本 昇 （すぎもと のぼる）

九州半導体イノベーション協議会

TEL：092－524－3501 FAX：092－524－9267

n-sugimoto-ad@adp.jiii.or.jp

化学、生化学、微生物学

2002．4 九州経済産業局入局 産業部 技術企画課

2003．4 同局 産業部 新規事業課

2004．10 同局 地域経済部 産学官連携推進室

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）

クラスターマネージャー

飯塚 誠（いいづか まこと）

九州地域環境・リサイクル産業交流プラザ（K-RIP）

TEL：092－474－0042 FAX：092－472－6609

iizuka@kitec.or.jp

1997 国際青年環境NGO「A SEED JAPAN」で理事を経験

1998 新日本製鐵㈱に入社。100億規模のごみ焼却場建設プロジェクトを統括する

2001 環境ビジネス新規事業の企画・営業に従事

2007 K-RIPクラスターマネージャー就任

九州経済産業局に派遣された、特許流通アドバイザーとして、九州地域のものつくりに情熱を燃やす企業の
発展にお役に立つよう、技術移転のお手伝いをいたします。
企業の方々を始め、公的機関、大学等、積極的に交流を深めて行きたいと願っております。
どうぞ宜しくお願いいたします。

クラスターマネージャーはK-RIP事業の全体管理と産官学の関係機関の連携体制を構築、強化を図って環境
ビジネスの新規事業を創出し、イノベーションの活性化を推進する役割を担います。私はK-RIPを環境・
リサイクル産業分野で日本一のイノベーション創出の場として発展させることを使命と考え、今年度は
「事業化、起業家支援」と「人材育成支援」を２本柱とします。

所 属

役 職

氏名（ふりがな）

連絡先（所属先）

TEL/FAX

E-mail

略 歴

自己PR等

ご紹介いたします～ご紹介いたします～K-RIPPを支える方々を支える方々ご紹介いたします～ご紹介いたします～K-RIPPを支える方々を支える方々ご紹介いたします～K-RIPを支える方々


